
　
昨
年
末
に
山
梨
県
の
中
央
自
動
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル

で
起
っ
た
天
井
崩
落
事
故
。
こ
れ
は
、
だ
れ
し
も
が

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
事
故
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
危
険
な
場
所
は
、
ち
ま
た
に
山
ほ
ど
転
が

っ
て
い
る
。
「
形
あ
る
も
の
は
、
い
つ
か
は
壊
れ

る
」
。
こ
れ
は
自
然
の
摂
理
で
あ
り
、
例
外
は
な

い
。
こ
こ
で
は
笹
子
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
で
注
目
さ

れ
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
固
着
部

の
健
全
性
評
価
技
術
に
つ
い
て
述
べ
る
。

電磁パルス法と電磁石法

　
近
年
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
壁
面
の
剥
落

は
く
ら
く

や
ト
ン
ネ
ル
の
崩
落
事
故
が
発
生
し
て
い
る
が
、

有
効
な
検
出
手
段
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
建
造
物
の
検
査
に
、
非
接
触
で
損
傷

部
分
を
機
動
的
に
効
率
的
に
抽
出
す
る
手
段
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
、
赤
外
線
方
式
の
現
状
と

問
題
点
を
概
説
す
る
。

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
固
着
部
の
健
全
性
評
価
技
術

ア
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ク
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「先進計測」シンポジウム開催
６
月
日
か
ら
横
浜
で

　
日
本
非
破
壊
検
査
協
会
が
主
催
し
「
先
進

計
測
」
で
、
世
界

カ
国
か
ら
参
加
が
見
込

ま
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
６
月

日
か
ら

３
日
間
、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
で
開
催
さ
れ

る
。
参
加
費
は
５
万
７
０
０
０
円
。

　
「
第
３
回
レ
ー
ザ
超
音
波
お
よ
び
先
進
計

測
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、
ガ

イ
ド
波
、
非
接
触
計
測
、
マ
イ
ク
ロ
／
ナ
ノ

計
測
な
ど
、
テ
ー
マ
を
「
先
進
計
測
」
の
広

範
囲
に
ま
で
拡
大
。
医
学
分
野
で
も
最
近
急

速
に
実
用
化
が
進
む
光
音
響
計
測
も
含
む
。

レ
ー
ザ
ー
超
音
波
の
産
業
応
用
で
カ
ナ
ダ
国

立
研
究
院

Ｎ
Ｒ
Ｃ

工
業
材
料
研
究
所
の

ア
ラ
イ
ン
・
ブ
ロ
ウ
ィ
ン
博
士
が
講
演
を
す

る
ほ
か
、
ピ
コ
秒
・
フ
ェ
ム
ト
超
音
波
の
分

野
で
は
、
北
大
の
オ
リ
バ
ー
・
ラ
イ
ト
教
授

が
講
演
。
問
い
合
わ
せ
先
は
同
協
会

０
３

・
５
８
２
１
・
５
１
０
１

へ
。

再
現
性
あ
る
手
法
必
要

損
傷
部
分
を
効
率
的
に
抽
出
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我
々
が
安
全
・
安
心
な
社

会
を
構
築
す
る
に
は
、
造
り

っ
放
し
で
は
駄
目
で
あ
る
。

イ
ン
フ
ラ
も
人
間
も
同
様
、

長
持
ち
さ
せ
る
に
は
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
う
ド
ッ
ク
と

診
断
技
術
が
必
要
で
あ
る
。

　
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
点
検

の
現
状
は
、
テ
ス
ト
ハ
ン
マ

ー
に
よ
る
打
診
法
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

手
法
は
調
査
員
が
、
テ
ス
ト

ハ
ン
マ
ー
で
ア
ン
カ
ー
ボ
ル

ト
を
た
た
き
、
自
分
の
耳
で

そ
の
音
響
を
聞
き
判
断
す
る

た
め
、
記
録
性
、
再
現
性
、

定
量
的
な
判
断
基
準
な
ど
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
い
く
ら
ア
ン
カ

ー
ボ
ル
ト
を
た
た
い
て
も
、

ボ
ル
ト
の
緩
み
が
わ
か
る
程

度
で
、
固
着
部
の
健
全
性
を

評
価
す
る
に
は
至
ら
な
い
。

評
価
し
た
い
固
着
部
に
直
接

ア
ク
セ
ス
で
き
、
記
録
性
、

再
現
性
が
あ
る
手
法
が
必
要

と
な
る
。

　
現
状
で
は
診
断
要
領
、
評

価
基
準
は
ま
だ
確
立
し
て
い

な
い
が
、
前
述
の
条
件
を
満

足
す
る
二
つ
の
手
法
を
紹
介

す
る
。

　

１

電
磁
パ
ル
ス
法

　
電
磁
パ
ル
ス
法
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
埋
も
れ
た
強
磁
性

体
に
磁
場
を
作
用
さ
せ
る
こ

と
で
、
磁
歪
効
果
、
ロ
ー
レ

ン
ツ
力
、
お
よ
び
ク
ー
ロ
ン

力
に
よ
り
強
磁
性
体
自
体
か

ら
音
響
を
発
生
す
る
手
法
で

あ
る
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
埋
ま
っ

た
部
分
の
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

に
磁
場
を
作
用
す
る
と
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
と
ア
ン
カ
ー
ボ

ル
ト
の
固
着
部
か
ら
音
響
を

発
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
を
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
頭

部
よ
り
セ
ン
サ
ー
で
受
信

し
、
解
析
す
る
こ
と
で
、
固

着
部
の
健
全
性
を
評
価
す
る

手
法
。

　

２

電
磁
石
法

　
電
磁
石
法
は
電
磁
石
を
ア

ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
直
上
近
傍

に
固
定
し
、
ア
ン
カ
ー
ボ
ル

ト
と
プ
レ
ー
ト
を
一
体
物

同
系

と
し
て
電
磁
石
と

瞬
間
的
に
吸
引
さ
せ
る
。
そ

れ
に
伴
う
微
小
な
変
位
に
よ

り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
埋
ま
っ
た
ア
ン

カ
ー
ボ
ル
ト
部
分
か
ら
、
摩

擦
力
に
よ
る
音
響
を
発
生
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
で
き
る

だ
け
近
い
位
置
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
表
面
で
受
信
し
、
解
析

す
る
こ
と
で
固
着
部
の
健
全

性
を
評
価
す
る
手
法
。

　
建
築
物
の
剥
離
欠
陥
検
出

は
く
り

は
、
被
測
定
物
面
の
垂
直
方

向
の
熱
移
動
が
剥
離
部
位
の

断
熱
性
に
よ
り
妨
げ
ら
れ
、

被
非
測
定
物
表
面
の
場
所
に

よ
り
生
じ
た
温
度
差
を
検
出

し
て
い
る
。
図
は
ア
ク
テ
ィ

ブ
方
式
の
検
出
の
原
理
を
示

し
て
い
る
。

　
熱
を
加
え
る
方
法
と
し

て
、
太
陽
な
ど
の
自
然
を
利

用
す
る
も
の
と
、
強
制
的
に

加
熱
す
る
方
法
と
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
パ
ッ
シ
ブ
方
式
と

ア
ク
テ
ィ
ブ
方
式
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

　
そ
の
赤
外
線
法
の
特
徴
は

非
接
触
で
、
遠
方
か
ら
検

査
が
可
能

比
較
的
短
時
間

に
、
広
範
囲
の
検
査
が
可
能

―
な
ど
の
長
所
が
あ
る
。
し

か
し
、
パ
ッ
シ
ブ
方
式
は
、

天
候
な
ど
周
囲
条
件
に
左
右

さ
れ
、
全
て
の
部
分
を
検
査

可
能
と
は
限
ら
な
い
こ
と

や
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
方
式
で

は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
加
熱
・

励
起
す
る
場
合
に
、
遠
方
で

は
加
熱
な
ど
の
手
段
が
大
型

化
す
る
と
言
う
問
題
点
も
持

っ
て
い
る
。

　
パ
ッ
シ
ブ
方
式
で
は
日
照

に
よ
る
加
熱
、
お
よ
び
夜
間

の
冷
却
に
よ
る
温
度
分
布
か

ら
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
住

宅
も
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
面
に

生
じ
た
壁
面
の
剥
離
の
検
出

な
ど
に
使
わ
れ
、
建
築
物
の

保
守
の
一
手
法
と
し
て
利
用

さ
れ
て
き
た
。

　
今
ま
で
は
打
音
検
査
が
主

体
で
、
高
架
橋
な
ど
で
は
高

所
作
業
車
の
ゴ
ン
ド
ラ
に
検

査
員
が
乗
り
、
ゴ
ン
ド
ラ
を

移
動
さ
せ
な
が
ら
テ
ス
ト
ハ

ン
マ
ー
で
検
査
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
剥
離
の
危
険
箇
所
は

ハ
ン
マ
ー
で
た
た
き
落
と
す

な
ど
時
間
が
か
か
る
方

法
で
あ
り
、
赤
外
線
法

に
よ
っ
て
、
半
分
以
下

に
短
縮
が
可
能
に
な
っ

た
。

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
赤
外
線

サ
ー
モ
シ
ス
テ
ム
は
、

加
熱
し
て
熱
の
拡
散
に

よ
る
表
面
の
温
度
の
時

間
変
化
か
ら
内
部
の
欠

陥
を
特
定
す
る
方
法
で

あ
る
。

　
熱
伝
導
の
良
い
炭
素
繊
維

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ

Ｒ
Ｐ

な
ど
の
複
合
材
料
で

は
、

程
度
の
内
部
欠

陥
を
検
出
で
き
て
い
る
が
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
は
十

分
に
加
熱
す
れ
ば

―
１

０
０

の
厚
さ
の
検
査
が

可
能
で
あ
る
。
加
熱
時
間
は

分
か
ら

分
と
欠
陥
の
深

さ
が
深
い
と
長
く
な
り
、
加

熱
方
法
を
含
め
て
解
決
す
る

べ
き
点
が
あ
る
。

　
ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
方
式

で
は
、
取
得
し
た
温
度
の
時

間
変
化
を
フ
ー
リ
エ
変
換
し

た
後
、
低
周
波
領
域
で
の
位

相
に
着
目
す
る
と
、
深
さ
の

限
界
の
改
良
欠
陥
の
形
状
な

ど
を
検
出
す
る
能
力
が
高
め

ら
れ
る
こ
と
が
、
最
近
の
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構

Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ

と
当
社
の
共
同
研

究
に
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
へ
の
適
用
例
は
少
な
い

が
、
今
後
の
開
発
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。


